
と
き
は
戦
国
時
代
が
終
盤
を
迎
え
、
徳
川
時
代
が
幕
を
開
け
た
、
日
本
の
大
転
換
期
。

金
融・貿
易・土
木
事
業
の
各
分
野
で
富
を
成
し
、「
京
の
三
長
者
」の
一
人
と
し
て
、

ま
た「
河
川
大
名
」「
水
運
の
父
」と
し
て
全
国
に
名
を
馳
せ
た
角
倉
了
以
。

家
訓
の
祖
と
な
っ
た「
舟
し
ゅ
う
ち
ゅ
う中
規
約
」は
そ
の
崇
高
な
思
想
を
よ
く
伝
え
る
。

私
財
を
投
じ
て
の
河
川
開
削
工
事
は
、
地
域
の
産
業・文
化
を
大
い
に
活
性
化
し
た
。

当
時
の
社
会
状
況
を
描
い
た『
当
代
記
』は「
比こ

の
者
、
徒た

だ
も
の者

に
非あ

ら

ず
」と
記
し
て
い
る
。

豪商・土木事業家

（1554～1614）
角
すみのくら　りょうい

倉了以

角す
み
の
く
ら

　
 
 
 
 
 
 り
ょ
う
い

倉
了
以
の
偉
業

金
融
業
か
ら
貿
易
商
へ

進
取
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

足
利
将
軍
家
に
仕
え
る
名
医
の

息
子
と
し
て
、
京
都
の
嵯
峨
に
生

ま
れ
た
。
父
は
明
国
に
渡
り
、
先

進
的
な
医
学
を
修
め
て
い
る
。
そ
の

医
業
は
弟
が
継
ぎ
、
了
以
は
家
業

の
一
つ
で
あ
る
土ど
そ
う倉（

質
屋
）の
経
営

に
あ
た
っ
た
。

角
倉
一
族
は
医
師
を
多
く
輩
出

す
る
一
方
、
多
様
な
経
済
活
動
を

行
い
発
展
す
る
。
了
以
の
祖
父
は
、

帯
の
販
売
権
を
掌
握
す
る
座ざ
が
し
ら頭

、

ま
た
、
土
倉
経
営
者
と
し
て
手
腕

を
発
揮
し
た
。
祖
父
の
商
才
、
父

の
科
学
的
思
考
や
渡
航
経
験
が
、

了
以
の
後
の
業
績
に
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

文
禄
元
年（
１
５
９
２
年
）に
は
、

豊
臣
秀
吉
の
許
可
を
得
て
朱
印
船

貿
易
に
乗
り
出
し
、
安
南
国（
ベト
ナ

ム
）と
の
交
易
で
財
を
築
く
。
当
時

最
大
級
の「
角
倉
船
」を
設
え
航
行
し

た
と
い
う
。

特
筆
す
べ
き
は
、
船
内
ス
タ
ッ
フ

に
向
け
て
作
ら
れ
た『
舟
中
規
約
』

全
５
条
。「
人
を
捐
て
て
己
を
益
す

る
に
非
ず
」と
い
う
自
他
共
利
、
他

の
国
民
や
民
族
を
敬
う
多
様
性
尊

重
な
ど
が
う
た
わ
れ
、
後
世
の
家

訓
、
社
訓
の
礎
と
な
っ
た
。
世
界

最
古
の
経
営
倫
理
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
大
航
海
時
代
末
期
に
ア
ジ

ア
東
端
で
、
企
業
の
社
会
的
責
任

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）、
持
続
可
能
な
開
発
目

標（
国
連
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
通
じ
る
精
神

を
述
べ
、
実
行
し
た
事
実
は
驚
き
に

価
す
る
。

土
木
事
業
に
参
入
し

保
津
川・
高
瀬
川
を
開
削

江
戸
時
代
に
入
り
、
了
以
は
保

津
川
の
開
削
工
事
を
構
想
す
る
。

当
時
、
保
津
川
の
水
運
は
筏い
か
だ

流
し

の
み
で
、
穀
倉
地
帯・丹
波
の
物
資

は
人
馬
で
京
都
ま
で
運
ん
で
い
た
。

了
以
は
長
男・
素そ
あ
ん庵
を
幕
府
に
送

り
、
開
削
の
許
可
を
取
り
付
け
る
。

先
行
投
資
と
し
て
工
費
を
支
払
い
、

完
成
後
に
通
航
料
を
徴
収
し
、
一

部
を
幕
府
に
上
納
し
た
。
い
わ
ば
民

間
資
本
に
よ
る
公
共
工
事
で
、
幕

府・地
域・角
倉
の
三
方
に
メ
リ
ッ
ト

を
与
え
た
。

工
事
は
、
巨
石
に
綱
を
巻
い
て
滑

車
で
引
い
た
り
、
岩
を
火
で
焼
き
砕

く
手
法
な
ど
を
用
い
、
わ
ず
か
半
年

ほ
ど
で
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
父
譲

り
の
探
究
心
と
、
商
い
で
培
っ
た
多

様
な
人
脈
が
、
成
功
を
支
え
た
と

言
わ
れ
る
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
幕
府
は
富

士
川
と
天
竜
川
の
疎
通
工
事
を
依

頼
す
る
。
富
士
川
の
工
事
は
完
遂

す
る
が
、
天
竜
川
の
激
流
は
制
し
き

れ
ず
未
完
に
終
わ
っ
た
。

そ
し
て
了
以
57
歳
の
頃
、
京
都

二
条
と
伏
見
を
結
ぶ
新
運
河
、
高

瀬
川
の
開
削
に
着
手
す
る
。
舟
運

に
不
向
き
な
鴨
川
に
沿
っ
て
、
安
定

ル
ー
ト
を
設
け
る
の
が
目
的
だ
。
完

成
後
、
海
の
な
い
京
都
の
街
が
、
大

坂
を
経
由
し
て
各
地
の
港
と
つ
な

が
っ
た
。

高
瀬
川
が
完
成
し
て
間
も
な
く
、

了
以
は
61
歳
で
永
眠
す
る
。
晩
年

に
選
ん
だ
隠
居
の
地
は
、
嵐
山
中

腹
の
大
悲
閣
千
光
寺
。
保
津
川
、

高
瀬
川
を
一
望
す
る
秀
麗
の
地
だ
。

こ
の
寺
院
で
、
工
事
に
よ
る
死
者
の

菩
提
を
弔
っ
た
と
い
う
。

「
人
を
捐す

て
て
己
を
益
す
る
に
非
ず
」

「巨綱を巻いて座となし、犂（すき=石斧）をもって杖
となさん」との遺言で刻まれた了以座像。

（大悲閣千光寺）

保津川開削工事を描い
た絵図。巨石を綱で引
き、石斧で掘り、岩を
焼く様子を描写する。

（京都 瑞泉寺）

清水寺に奉納された「角
倉船」の絵馬。

保
津
川
・
高
瀬
川
の
開
削
に
従
事
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400年余り前、角倉了以・
素庵親子によって開削され
た京都・高瀬川。



二条通

三条通

御池通

桂
川

至
淀
川

保
津
峡

渡月橋

嵐山

鴨
川

●出町柳

四条通

丸太町通

烏
丸
通

川
端
通

京都御苑

二条城

高
瀬
川

七条通

九条通

京都市役所●

五条通

保津川（桂川）

水運の父「角倉了以」の足 跡を訪ねて（京都を歩く）
近世における河川事業の開拓者、角倉了以。土木事　業者として鮮烈なデビューを果たした「保津川開削」、

そして、最晩年に完成させた「高瀬川開削」。二つの事業につ 　いて、ゆかりの地を訪ね、偉大な先人の業績・思想をたどろう。

御池通と高瀬川が交わる少し南側に、川を横切る形で３個
の四角柱が並んでいる。一辺15cm ほどの地味な石柱だが、よ
く見ると左右の石柱に「コ」の字型、中央には「H」型の溝が刻ま
れている。この溝に板をはめ込んで水門とし、水位を調節した。
雨量の過不足時、物資輸送を円滑に導くための工夫である。

ちなみに、高瀬川
の平均的な川幅は
約8ｍ、水深は約
30cm。

水の堰止めの石（御池通）

大悲閣千光寺

嵐山の渡月橋から約1km、山腹に鎮座する寺院は幽境、桃源郷の趣。
後嵯峨天皇の祈願所だった千光寺を、了以が現在地へ移した。本人の遺
命で作られた了以像（P.12に掲載）は、かつて保津川を望む形で安置されて
いた。伊勢湾台風等により寺院は激しく損傷するが現在は修復。了以像の
ほか、儒学者・林羅山による了以顕彰碑などを見学できる。展望閣からの眺
めは壮大で、了以の生涯や人物像を想像させる。

（左）了以が終の住処（ついのす
みか）とした大悲閣千光寺。

（右上）眺望が見事な展望閣。
（右下）林羅山の了以顕彰碑。

角倉了以を顕彰する

眼下に保津川（桂川）と、了以の故郷・嵯峨、
京都の街、そして比叡山や大文字を望む当山。
丈夫な岩盤の上に建ち、水に恵まれた静かな
理想郷として、了以が隠居の地に選びました。
今から約30年前、存続の危機にあった当山を
預かり、了以・素庵親子の顕彰に努めています。
彼らの足跡を追い、また四季折々の景観に惹か
れて国内外から人々が参拝されています。

大悲閣千光寺 大林道忠 住職

今で言うなら、了以は総合商社とゼネコンを
擁する財閥の総裁。あの時代に舟中規約とい
う企業モラルを打ち出した、日本が誇るべき人
物です。最初の土木事業である保津川開削工
事は、民間資本のビジネスモデルとなりました。
保津峡は、明治時代に入り「保津川下り」とい
う観光資源にシフトします。
英国王室はじめ世界の賓客
が楽しみ、一大人気スポット
として定着しました。

保津川遊船企業組合 豊田知八 代表理事

世界のVIPも訪ねる保津川。

大悲閣千光寺の対岸、亀山公園に建立された
了以立像。大正時代に作られた像は第二次世界
大戦下の金属供出で撤去され、昭和63年に再建
された。この像も石斧を手にし、巨石の上に立つ。

亀山公園
（角倉了以立像）

「一之船入」の北東にある了以別邸跡。高瀬川の水
は、鴨川から取水し、この別邸跡の庭園を経由して、
木屋町通りの下をくぐり一之船入へ。邸宅の持ち主
は政治家・山形有朋など名士を変遷する。

がんこ二条苑高瀬川
（角倉了以別邸跡）

（上）了以別邸跡の庭園。（下左）鴨川から引いた水が庭園内を流
れ、潤わせている。（下右）木屋町通りに面した門。

角倉の住居と船番所を兼ねた建物跡。通航する
舟を管理し運航料を徴収した。現在は公立学校共
済組合保養所「花のいえ」となっているが、広大な
庭や、川に面した立地が当時をしのばせる。

花のいえ
（角倉邸跡）

桂川の左岸にある角倉邸跡。付近は
現在も角倉町と呼ばれている。

石斧を手にした、
険しい表情の了
以像が、当時の
工事の困難さを
伝える。

〈左〉大悲閣千光寺 大林道忠 住職
〈右〉保津川遊船企業組合 豊田知八 代表理事
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高瀬川

「元来たかせは舟の名で、
その舟の通う川を高瀬川と言
うのだから、同名の川は諸
国にある」と小説家・森鴎外
が、『高瀬舟縁起』で述べて
いる。了以は、保津川工事
の前に岡山の和気（わけ）川を
旅し、その「高瀬舟」を見た。
船底が浅く平たいので、水深
が浅くても通行しやすい。そこ
で、保津川や高瀬川にこの
舟を採用した。現在「一之船
入」近くに舟が再現され、古
き良き情緒を漂わせている。

高瀬舟

桂川 渡月橋

高瀬川は、了以・素庵親子によって開かれたことか
ら「角倉川」とも呼ばれている。二条と伏見をつなぐ
全長約11.1km の水路は、慶長19年（1614年）頃
に完成、大正時代まで舟運が行われた。起点であ
る二条に「一之船入」が残っている。船入とは、物資
の積み下ろしや船の方向転換を行う船溜まりのこと。
角倉家はこの前に屋敷を築き、舟の運航を監視した。

現在、屋敷跡は
日本銀行京都支
店になっている。

一
いちのふないり

之船入（二条）

一之船入には高瀬
舟が浮かぶ。往時は
曳き子が岸から綱で
引いて運航した。

石の溝に木の板をはめ
こんで水位を調整した。
水量が少ない高瀬川に
は不可欠な工夫。

中央の H型石柱


